
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 １年生は山形市少年自然の家で宿泊体験学習、２年生は市内各事業所で職場体験学習を行い、
３年生は栃木県、東京都、千葉県、神奈川県へ修学旅行に行ってまいりました。それぞれの学

年が、ねらいやテーマをもって臨み、達成感や成功感、成就感などを感じた行事となりました。 
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充実した学年行事、輝く赤中生の笑顔！！！ 

３年 須貝 紋圭 さん 

修学旅行の実行委員長として、しおりの作成

から結団式まで、たくさんすることがありまし

た。しかし、当日は、今までにないくらい楽し

かったです。実際に見てわかることも多かった

し、山形の良さにも気づくことができました。

次の行事も団結して楽しめるようにしたいで

す。 

３年 佐藤 羽音 さん 

 修学旅行は、本当に最高の思い出になりまし

た。バスの中やホテルでの友達との会話が、す

ごくいい思い出になりました。普段は体験でき

ないことや行かないとわからないことなど、多

くのことを学ぶこともできました。修学旅行で

学年全体、クラス全体が一つになり、まとまっ

たと思います。 

３年 佐藤 水葵 さん 

 僕はこの修学旅行で三つのことを学びまし

た。一つ目は、仲間と協力する楽しさ。二つ目

は、たくさんのものを見る楽しさ。三つ目は体

験する楽しさです。実際に東京という慣れな

い場所に行ってわからないことばかりでした

が、友達や先生、ガイドさんが教えてくれた

り、自分から発見したりすることで様々なこ

とを学べました。 

３年 鈴木 はな さん 

 私が修学旅行で感じたことは、感謝すること

です。修学旅行に行くにあたって、親や先生、

バスの運転手さん、ガイドさんや各研修場所で

案内などをしてくださった方々のおかげで楽

しく思い出に残る修学旅行になったと思いま

す。これからも、感謝の気持ちを忘れずに生活

していきたいです。 



☆『学校だよりNo.9』に掲載いたしました、本校が「ＮＩＥ」実践校に認定され、「笑・ku・boス

ピーチ」を実践することにつきまして、簡単に説明いたします。 

「ＮＩＥ」とは 

・・・Newspaper in Education（新聞を教育に）の略で、学校などの教育現場で新聞を教材

として活用する教育プログラムのことをいいます。主に、時事問題への理解や批判的思考の育

成、読解力と文章力の向上、コミュニケーション能力などの強化をねらっております。 

「笑・ku・boスピーチ」とは 

・・・朝の会や帰りの会に、新聞を読んで印象に残った記事について、読んだ感想や自分の意

見などを学級の友達に紹介する活動のことです。順番を決めて活動しており、各学級で１日１

人の紹介を聞いて、お互いの意見を交流しながら、学びを深めております。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

生徒の様子や活躍について、ホームページでも紹介しております。 

http://www.akatyu.sakura.ne.jp/ 

２年 小関 心雛 さん 株式会社山南自動車・カフェはなもり 

お客様のご飯を作ったり、接客をしたりすることはとても緊張

しました。ですが、職場の皆さんがとても温かく優しくて、楽し

く三日間を送ることができました。仕事に対するイメージは辛い、

疲れるというものでしたが、今回の経験はとても楽しくて有意義

なものになりました。 

 1年 小島 暖大 さん 

大変だった部門 

一位：ハイキング 歩き疲れたから（「足バンバンだぁ

ー」） 

二位：炊飯活動 火をたくのが大変で灰が舞って苦し

かったから（「せっかく頑張って作ったのにご飯がおか

ゆだった    」） 

三位：いかだアドベンチャー 漕ぐのが大変だったか

ら（「腕もバンバンだぁー」） 

http://www.akatyu.sakura.ne.jp/

